
校名

（准）校長名

日時

会場

府立かわち野高等学校　２棟３階　アクティブラーニングルーム

出席者(委員）

開催場所

蛭田会長、来田副会長、内田委員、江田委員、今井委員、濱畑委員

令和６年度　第１回　学校運営協議会　議事録

府立かわち野高等学校

校長　　尾方　崇光

開催日時 令和 ６ 年 ５ 月 20 日（月）　　15:00　～　17:00　　

次回の会議日程

令和 ６ 年 11  月 25 日（月）　　13:45　～　16:00　　

府立かわち野高等学校　２棟３階　アクティブラーニングルーム

出席者(学校）
校長 尾方、教頭 志村、事務長 鈴木、首席兼第２学年主任 奥、首席兼３年２組担任 中田、
教務部長 藤岡、進路指導部長 大中、生徒指導部長 木戸、第３学年主任　松村

傍聴者 ―

議題等(次第順）
１．学校長挨拶（校長：尾方　崇光）
２．会長挨拶（会長：蛭田　勲）
３．委員紹介
４．報告：「令和６年度学校経営計画及び学校評価」について
５．協議：「令和６年度学校経営計画及び学校評価」につい
　　　　　　各分掌、各学年から本年度の重点目標について
６．事務連絡：第２回以降の日程及び内容について

・令和６年度学校経営計画及び令和５年度学校経営計画評価について➡承認
　*基礎学力の向上　*安全・安心の学校生活　*多角的にものごとを判断する　を目標に設定
　その取組として、教員のICT活用をさらに進める。３名の著名人を招いて「豊かな心」を育む機会を設ける。教育支援では、
　誰もが取り残されないように支援する。年間遅刻数900件以下。近隣小学校への出前授業継続。ダンス部の地域活動への
　参加。教員の時間外勤務のさらなる削減。
・各分掌、学年からの本年度重点目標について➡承認
＜教務部＞：新教育課程３年め。３年生は「観点別評価」が調査書へ反映される初年度になるので、成績算出を慎重に
　　　　　　　　実施する。デジタル採点システム「百問繚乱」を活用する教員が増え、情報共有が活発化。
　　　　　　　　事前準備によりミスを未然防止できている。電子黒板が整備され、やりたい授業ができる環境が整った。
＜生徒指導部＞：遅刻件数、各学年900件以下。計1,800件以下。校則の見直しを行った上で、対話を丁寧にして「ルール遵守」
　　　　　　　　　　　の理解を進める。「服装・身だしなみ」にも力を入れていく。
＜進路指導部＞：進路未決定者の減少のため、進路を考える機会を設ける。教員数減少に伴い業務を精選し、より
　　　　　　　　　　　効率化を図る。
＜第２学年＞：昨年度、「ラクさ」を求めての転退学者を多く出てしまった。今年は修学旅行があるので、自己の役割を
　　　　　　　　　全うするという目標を設定。先日の遠足の取組も良かった。遅刻数がなかなか減少しないのが今後の
　　　　　　　　　課題。
＜第３学年＞：「応援される人になる」という学年目標の集大成。助けてもらいながらも、自身で意思決定することを
　　　　　　　　　意識させる。進路決定してから欠席が増えないように、19期生ならではのHR活動を取り入れていく。
【委員からの意見】
・＜蛭田会長＞：Q.学校教育自己診断の結果で、R3から「授業がわかりやすい」「進路指導が充実している」項目の数字が
　　　　　　　　　　　急激にあがっているのはなぜか。
　　　　　　　　　　A.回答項目の「どちらでもない」というニュートラルな項目を削減したため。教員が普段から対話を大切
　　　　　　　　　　　にし、教育相談の体制も整ってきたため。
　　　　　　　　　　Q.最終学年で「原級留置」が出た場合はどうなるのか。
　　　　　　　　　　A. 通常の私立通信制高校等への転学・退学と「特別転学」の制度がある。
　　　　　　　　　　*他の統廃合になった学校の卒業式に参列したことがある。生徒や教員全員が泣いていたのが
　　　　　　　　　　　印象的であった。在校生が「かわち野」を選択して良かったと思うように、個々の関わりを
　　　　　　　　　　　大切にして、途中の転退学ができるだけでないような関わりをして欲しい。
・＜来田副会長＞：丁寧な対話が肯定的な数字につながっている。中学校でも丁寧に個々に応じた対応が必要に
　　　　　　　　　　　　なっている。高校でも「かわち野」のように丁寧に対応くれる学校があると伝え、進路決定にも
　　　　　　　　　　　　活かしていく。
・＜内田委員＞：遅刻については「起立性調節障害」などもあり、指導困難。保護者の協力が得られない場合もある。
　　　　　　　　　　「最後」まできちんと面倒をみるというのを前面に出し、現在の対話を大切にした指導を続けるのが
　　　　　　　　　　良いと思う。
・＜江田委員＞：ついに２学年になってしまったのが残念。アンケートの「％」の見極めは、次年度以降の目標設定の
　　　　　　　　　　ためにも慎重にすべき。
・＜今井委員＞：自身が高校生のときに遅刻が多かった者が、社会に出て大きく成長した。高校時代に先生が深く
　　　　　　　　　　関わりを持つことが、その生徒にとって財産となり、成長につながる。
・＜濱畑委員＞：子どもはなかなか学校のことを教えてくれないので、こういった機会はありがたい。また、盾津高校の
　　　　　　　　　　卒業生としても本校最後の学年に携われることが楽しみ。

協議内容・承認事項等（意見の概要）

協議資料
・「令和６年度学校経営計画及び学校評価」について
・各分掌、各学年から本年度の重点目標について

備考


